
高校教科情報との接続とスマートデバイス時代を 
意識した情報リテラシー教育 

 
Information literacy Education in consideration of Informatics for high school 

students and Smart Devices 
 

矢島 彰*1 
Akira YAJIMA*1 

*1
大阪国際大学グローバルビジネス学部 

*1Faculty of Global Business, Osaka International University 
Email: yajima@oiu.ac.jp 

 
あらまし：高校生を取り巻く環境が激しく変化している．教科情報が「情報の科学」「社会と情報」の 2
科目となったこと，大部分の高校生がスマートフォンなどのスマートデバイスを所持するようになってい

ることなどが，大きな変化であろう．これらの変化に大学がどのように対応すべきか，高校教科情報から

社会人のジェネリックスキルへの接続についての実践例を報告する． 
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1. はじめに 
大学における情報リテラシー教育は常に変化を要

求されている．学習指導要領の改訂など，高等学校

までの教育内容の変化に対応するのみならず，ツー

ルやデバイスの変化，社会人に要求されるジェネリ

ックスキルの変化など，様々な変化に対応する必要

がある． 
高等学校までの教育内容の変化という点では，教

科情報が「情報 A」「情報 B」「情報 C」の 3 科目か
ら「社会と情報」「情報の科学」の 2科目となった． 
また，現在は誰でもインターネットに接続できる

コンピュータ（スマートフォン）を持ち歩く時代で

あり，新たな情報リテラシーのカリキュラムの作成

が必要である(1)． 
情報社会は日々変化している．数学の教科書であ

れば 10 年前のものを用いて学習しても何ら問題な
いが，高等学校の教科情報がスタートした 2003年の
教科書は現在では使えない．学生が大学を卒業した

後も情報社会は変化するのであるから，学生時代の

情報社会に精通すること以上に，将来にわたって情

報社会とつきあう姿勢を身につけることが重要であ

る．ソフトウェアの変化，サービスの変化によって

取り残されてしまう人材を育成する教育をしてはい

けない． 
変化へ対応するためには情報科学の基礎的な理解

が必要である．情報社会のしくみを支える情報科学

に関しては，その変化が緩やかであり，大学時に学

習した情報科学の内容は大学卒業後も有効である．

この意味で，情報科学の理解と情報化社会への適応

は両輪であるから，社会人への出口となる大学にお

いて，この両輪のバランスを整える必要がある． 
 

2. 共通教科情報への対応 
教科情報の履修に関しては，1 科目が必修である

点は変わらないが，多くの高等学校で生徒に履修さ

せていた「情報 A」がなくなった影響は大きい．「情
報 A」「情報 B」「情報 C」が並列でありながら，内
容としては最も基本的な「情報 A」と，より高度な
内容も含む「情報 B」や「情報 C」の間にはレベル
の差があった．2科目への変更は，3科目から「情報
A」をなくして，「情報 B」と「情報 C」の 2科目を
残して再編したような雰囲気がある．このため，教

科書の内容を理解することができない生徒が増える

ことが予想される．大学としては，新たな 2科目か
らの 1科目を選択してきた新入生が，これまで以上
に情報に対して難しい印象を持っていることを予想

しなければならないであろう． 
そして多くの高等学校が「社会と情報」のみを開

講し，「情報の科学」の履修者は少ないことも予想さ

れている．もちろん両科目は背反した内容ではなく，

「社会と情報」科目でも情報科学を扱っているので，

「社会と情報」の学習内容を一通り身に付ければ，

基本的な情報科学は身に付くはずである．ただ，理

系的科目である「情報の科学」を避けて「社会と情

報」の開講を学校で選択しているのであれば，情報

科学をできるだけ避けた授業が展開されると考えら

れる． 
 

3. デバイスの変化への対応 
近年は，大部分の学生が入学時にスマートフォン

を所持しており，インターネットの利用は，大学や

自宅以外にも拡大している．この変化にも大学は対

応しなければならなくなった．学生スマートフォン

の扱いを含めた情報リテラシー科目の教育実践も報

告されている(2)．学生にとってスマートフォンは大

学入学前から自分が使いこなしているデバイスであ

るため，大学の授業で教育されるものではないとい

う認識がある．しかしながら，学生のスマートフォ

ン利用方法は，教員が期待する利用方法ではなく，

教員と学生にはギャップが存在する． 
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3.1 スマートデバイスでの教育 
新しいデバイスの登場は，常にそれを用いた教育

を産み出す．ICT を活用した教育の延長に，スマー
トデバイスを利用した教育は存在している．しかし，

基本的な枠組みは古くから存在するCAIと大きく変
化しているとはいえない． 
スマートデバイスの場合，学習者は操作に習熟し

ている場合が多く，スマートデバイスを活用した教

育を推進する際の障害は教員側にあることもしばし

ばである． 
3.2 スマートデバイスの教育 
新しいデバイスの登場により，デバイスそのもの

や，そのデバイスで用いるツールの操作教育も必要

となる． 
LMSが普及しはじめた頃，学生に，インターネッ

トに接続された PCから LMSを利用させる場合にに
は，事前に何らかのガイダンスが必要であった．OS
によるファイルの操作，リムーバブルメディアの扱

い，LMSの利用方法などである． 
スマートデバイスを利用については，前述の通り，

学生は慣れており，新しいツールに対しても戸惑う

ことなく利用できる学生がほとんどである． 
一方で，SNS等を利用する学生に対する情報モラ

ル教育の重要性が増してきている．これらの情報モ

ラル教育をスマートデバイスの教育として扱うこと

も可能である． 
3.3 スマートデバイス利用のねらい 
スマートデバイスの利用を情報リテラシーとして

扱うことのねらいは，デバイスを様々な場面で有効

に活用しょうとする態度を育成することであるとい

える．学生は，日常生活において，スマートデバイ

スを積極的に用いているが，娯楽や友人との繋がり

のための利用に終始している．他の使い方を学生に

示し，体験させることで，デバイスを有効活用する

態度を育成しなければならない．学生が社会人とな

ったときに，新たなデバイスやツールに対して，業

務での有効な活用に積極的となる態度の育成が大学

に求められているはずである． 
 

4. 情報リテラシーカリキュラム例 
大阪国際大学では，2014年度にビジネス学部と現

代社会学部をグローバルビジネス学部に改組するに

あたり，従来の「ITの基礎理解」科目群を「ICTの
活用」科目群として再編成した．大学生に求められ

る情報リテラシーの変化に対応する必要があったた

めである．大きな変更点は，2 単位必修科目「コン
ピュータ基礎演習」を設定したことである．座学科

目は「情報の科学」「情報の社会」の 2科目であり，
高等学校教科情報との繋がりが分かりやすい名称と

した．同科目群の実習科目は Excel が 2 科目，デー
タベース１科目，マルチメディア 1科目となった．
科目群計 10単位中 6単位以上の取得が卒業要件であ
る．この 6単位には必修科目 2単位分が含まれてい

る．表 1に必修科目のカリキュラムを示す． 
 

表 1 コンピュータ基礎演習カリキュラム 
回	
 内容	
 

1 OIUメール・moodle 
2 moodle・iBook・Adobe Reader 
3 情報モラル (1) :座学授業 
4 情報モラル (2)：座学授業 

5-6 Wordの基礎 
7 Google ドライブ 

8-9 Wordの文書作成と文字書式・段落書式 

10 スマートデバイスアプリ  (1):iMovie, 
iPhoto, CamScanner 

11 Excelの概要 

12 スマートデバイスアプリ  (2):Evernote, 
OneDrive, DropBox 

13-15 Excel:数式作成・書式・参照方法 

16 スマートデバイスアプリ (3):各種学習ア
プリ 

17 Word:表作成とビジネス文書 

20 スマートデバイスアプリ (4):ニュース・
教養・記録・ファイル作成アプリ 

21-22 Excel:基本的な関数・グラフ 
23-25 Word:図形描画・レポート作成 
26-29 PowerPoint 

30 総合演習:レポート作成とプレゼンテー
ション 

 
5. おわりに 
学生の環境や学習履歴の変化に伴い，情報リテラ

シー教育の内容も変化する．情報モラルやデバイス

やツールを適切に活用しようとする態度は，このよ

うな変化があったとしても求められる能力であり，

情報リテラシーカリキュラムを検討する際には重視

しなければならないであろう． 
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